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本害は建設省のおこなう一般国道52号改築工事にともなう発掘調査の概報であります。この

工事区域には１０箇所の遺跡がありますが、大師東丹保遺跡は、この内の南端に近い甲西町に所

在しており、甲府盆地でも最も低い地帯に位置する遺跡であります。扇状地末端の豊富な湧水

のもと弥生時代以降の遺跡が多く残されており、中でも古代末期から戦国時代までの甲斐源氏

や甲斐武田氏と関わりを持った伝承および神社仏閣などの残されている地域でもあります。特

にこの地域に勢力を張った大井氏にかかわる遺跡の所在も推測されるところであります。この

ような歴史的環境に囲まれた本遺跡の調査が今年度から始まった訳でありますが、今回はＩ区

～Ⅳ区まで長さ400ｍにも及ぶ大きな遺跡の内、Ｉ区とⅡ区とを発掘いたしました。調査の結

果弥生時代と中世の遺跡が確認されましたが、特に第一面は鎌倉時代中頃を中心とした生活面

でありまして、Ⅱ区では建物跡や水辺の祭祁跡、Ｉ区ではその時期の水田跡や水路跡などが調

査されました。出土遺物も漆塗りの椀・下’駄・草履・曲物などの木製の日常生活品、呪符・人

形．斎串などの祭祁具、銭・刀子・鎌などの金属製品など多岐に亘っております。建物や水田

の跡と合わせて、生々しい中世世界が掘り起こされ、今後の研究に新しい資料を提供いたしま

した。この層の下からは弥生時代の文化層が３面確認され、水田跡、水路、そこに堆積した建

築用材を始めとした木製品や土器類が発掘されました。特に後期の終り頃の層から検出された

地震に伴う噴砂、中期終末の面に堆積した火山灰など、当時の環境を探る上での貴重な資料も

確認されております。この遺跡の調査はまだ継続いたしますが、ここに概要をしるし、皆様方

の研究の一助となるよう願う次第であります。

末筆ながら調査にあたってご指導。ご協力を賜った関係機関各位、並びに調査に従事された

方々に厚く御礼申し上げます。

1994年３月山梨県埋蔵文化財センター

所長うたこ塚初重

1．本書は、1993(平成５)年度に実施した山梨県中巨

摩郡甲西町大師字東丹保に所在する大師東丹保遺跡

の発掘調査概報である。遺跡はＩ区～Ⅳ区に分かれ

るが、このうちＩ区とⅡ区を対象としたものである。

2．調査は一般国道52号（甲西道路）改築工事に伴う

事前調査であり、山梨県教育委員会が建設省より委

託を受け、山梨県埋蔵文化財センターが実施した。

3．本書の執筆・編集は新津健・田口明子（Ｉ区)、

小林健二・小泉敬（Ⅱ区）が行った。

4．鎌倉時代の土器、陶磁器については、鶴見大学助

教授、河野員知郎氏にご教示いただいた。

５．本報告書にかかる出土品・図面・写真等は一括し

て山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。
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調査の経過

遺跡をとりまく環境

Ｉ区の発見された遺構と遺物

Ⅱ区の発見された遺構と遺物
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1．調査の経過

国道52号の通称甲西バイパスの建設に伴い山梨県教育委員会と建設省甲府工事事務所とで協

議のもと、平成元年度から工事区域内における遺跡の所在確認調査が始められた。その結果１０

箇所の遺跡が確認されたが、大師東丹保遺跡も平成３年度の試掘調査により発見された遺跡で

ある。遺跡が広いことから既設の道路による区画をもとに、南からＩ区～Ⅳ区まで区分し調査

単位とした。各調査区は概ね長さ１００ｍ、幅40ｍであり、今年度はＩ区とⅡ区の調査を行った。

試掘調査では、中世前半期の水辺の祭祁とみられる斎串群や水路、それに水田跡等が確認され

た。また付近には弥生時代の集落杜もあることから、これにかかる水田跡の存在も予測された。

試掘調査中も出水が激しかったことから本調査では調査区域を鋼矢板で囲み、排水施設を設け

発掘を行った。調査の結果、Ｉ区Ⅱ区合わせて４面の文化層が確認できた。鎌倉時代を中心と

した層が一面、弥生時代の層が三面である。調査は平成５年４月12日から同年１２月27日まで行

い、平成６年１月から３月まで整理作業を実施した。

2．遺跡をとりまく環境(地図参照）

本遺跡は標高245ｍを測る、甲府盆地でも低位の地域に位置する（’)｡この一帯は扇端部に

たり、湧水の豊富な地域で弥生時代以降の遺跡が多く知られている。このうち発掘調査の行あたり、湧水の豊富な地域で弥生時代以降の遺跡が多く知られて

われた遺跡には、住吉遺跡（８．弥生時代）と清水遺跡（７・弥

生～中世）とがある。また中世では古長禅寺のような大井氏とか

かわりのある寺院があり、さらに中世関係の伝承も多い。今回の

調査でも重要な中世遺構が発見されており、古代末の甲斐源氏か

ら戦国大井氏まで含めた歴史的環境に恵まれた地域であることが

わかる。西側の山寄りに進めば古墳も多く（１０・物見塚、１１・

塚原古墳群)､また縄文時代の集落（９．鋳物師屋遺跡）も知られ

ている。なお、甲西バイパスにかかる遺跡（１～６）は位置図に

示した。
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〔層位と時代の関係〕Ｉ区では３面の文化層が確認された。土層断面模式図で説明すると、

地表下Ｌ５ｍ程で第一面となる。この面は鎌倉時代の層で、水田辻・水路・杭列等が発見され

た。Ⅱ区ではこの時期の建物や祭祁跡等がみられることから、両地区あわせて中世前半期の居

住区と生産の場の跡が同時に調査されたことになる。この第一面から70cm程下げると弥生後期

後半の水田並の広がる第二面となる。さらにＬ８ｍ程で第三面となり、弥生中期終り頃の層が

とらえられる。なお、Ⅱ区でも弥生後期の面が調査されたがこれは、Ｉ区第二面の70cm程下部

であることから、弥生時代の生活面は薄く不安定ながらもいくつ

砂利層

一皇＝三f､≠‐ロー寺

表土か存在していたことになる。いずれにしても弥生時代から現代ま

でいくたぴかの大洪水に見舞われたことが、土層断面から観察で

きる。

〔各時代の遣構。遣物〕第一面の水田は一辺１０～１５ｍの比較的

大きい区画のもので、畦畔もしっかりしている。発掘区中央部は

洪水で流されたらしく、僅かに畦畔の残存が認められた程度であ

るが、最低６枚の水田跡が確認できた。やや高い面にある残存状

況のよい水田も洪水の影響を受けたらしく、畦畔が崩れた箇所が

あったり、流木の多い水田面もみられた。水田内に堆積した土壌

の一部を水洗選別したところ、稲籾や雑草を始めとした様々な植

物の種子・昆虫類が検出されており、現在鑑定中である。他に水

３．１区の発見された遺構と遺物

褐色±(床土）
－

発掘灰全景（手前がＩ区）

一２－

路２条、杭列４列などが調査された。発掘区西側に確認された３土居断面模式図（1／80）

定ｆ－
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L』Ⅱ区２面(粘土層）

砂利層
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号杭列は、長さ１ｍ以上の長いものと70cm前後

の短いものとを交互に打ち込んだ堅固なもので

水流から生産の場を守った護岸補強の杭列とみ

られるものである。この区域にはいく筋もの水

流の跡が残されている。特に調査区南東端には

厚い砂利層で埋まった自然流路があり、この両

岸部分にも数列の杭が打ち込まれている。水対

策に大きな労力が費やされたことがわかる。

第二面からは弥生時代後期後半の水田や水路

が発掘された。水田は一辺が５ｍ程の小区画で

ある。この第二面は基盤である粘土層自体があ

まり厚くなく、さほど安定した面ではないこと

もあり、調査区の北側３分の１程度しか残って

いなかった。この面での重要な成果は地震によ

る噴砂を伴った地割れの跡の検出である。発掘

区を南西から北東方向に斜めに横切っており、

水田畦畔や水路に亀裂や段差を生じさせている。

弥生後期後半の水田面の埋土上10数cmの層に及

んでいることから、弥生終末前後の時期に発生

した地震に伴うことが考えられる。

第三面は弥生中期末頃の面で、溝が３条確認

できた。この溝中および付近からは建築用材と

みられる木材や自然木等が出土した。トチノミ

、クルミを始めとした種子類も多く、これも現

在鑑定中である。これらの遺物とともに弥生中

期末から後期始めとみられる土器が出土してい

る。また牙製の錐や大型の打製石斧も発見され

た。この面では火山灰が確認されており、溝底

では厚さ３cmにも及ぶ箇所もある。第三面全体

でも斑状に堆積していた。このような状況から、

ここには水田等はなく、元来湿地でありその中

を川が蛇行して流れていたのかもしれない。但

し、まとまった建築用材や復元可能な土器も出

土していることから、ごく近くに集落ないし生

産の場があったことは確かであろう。
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第一面３号杭列側面図（部分）（1／40）
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第一面水路と３号杭列

３号杭列の断面

３号杭列（部分）

〔杭列〕水流から水田や生活の

場を守った護岸には、このような

杭列がみられる。図からは長い杭

と短い杭が交互に打ち込まれてい

る様子がわかる。さらに細い枝を

束ね、杭と杭とを編み結び補強し

ている（写真３）。この部分は土

層断面からみると、旧地表に粘土

を盛り上げてあることがわかる。

中世の土木工事である。このよう

に補強された杭列の内側には水路

が２条走っている（写真１）。



1．第一面全景

L劃

2．畦畔（部分）

3．水田面の流木

５

〔水田杜〕第一面の水田は一辺15ｍ程度の

区画の大きいものであるが、短辺８～12ｍの

部分もみられる。洪水を受け、残りは良くな

い。最低６枚が北東から南西方向に並んでい

る。杭列や小水路等と同じ方向に延びている

（写真１）。これは当時の自然地形に基づく

ものと思われ、旧河川や氾濫の流路も同じ方

向である。この流路を北東に遡れば、歴史上

この地域に大きな影響を及ぼしている滝沢川

に至るものと思われる。この川は時期により

流路が異なっていたとされるが、ちなみに第

二面の弥生後期では自然流路が90｡近くずれ

ており、北西から南東に流れている。

残りの良くない水田面ではあるが、東側の

２枚は残存状況に恵まれている。この南西隅

の畔は一部切れているが（写真２）、水口で

あったのか、洪水で崩れたのかは不明である。

ただ、この部分に向かって多くの流木が流れ

込んでおり（写真３）、水口に向かって集ま

ってきたことも考えられる。



１．第二面

〔第二面〕弥生後期後半の面であり、一辺

５ｍほどの水田が確認された（写真’）。他

に溝２本が調査されたが、この面も氾鑑で乱

れており残り具合は良くない。ここでは地震

による地割れや噴砂がみられた。地割れは水

田の畔や溝を切り、段差を作っている（写真

２）。この部分の断面をみると、下の層から

砂や裸が昇って来ていることが分かる（写真

３および図）。

2．畦畔を切る地割れ

水田地と地割れ
画

一

Eｌ

粘

中喋層

地割れ断面（噴砂）図（1／20）

霞

3．地割れ断面（噴砂）

６
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〔第三面〕現在の地表から４ｍ近く掘り下げたところにある。溝３条が調査されたが、これ

らは一つにつながるものである（図・写真）。調査中も出水が多く、この溝内をゆっくりと流

れていた。建築用材とみられる木製品（８Ｐ写真３．４）や自然の流木があり、同時に出土

した土器から弥生中期末から後期はじめにかけての時期であることが分かった。木の実も多く、

特にトチノミやクルミが目立つ。また火山灰も堆積していた（８Ｐ写真６）。
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3．第三面１号溝の発掘

８

1．第一面３号杭列

2．第一面１号杭列

4．第三面１号溝中の材

５．第三面の弥生十器

6．第三面２号溝中の火山灰



４．Ⅱ区の発見された遣構と遺物

〔各時代の遺構と遺物〕Ｉ区の北側に隣接するⅡ区では２面の文化層の調査を行った。

鎌倉時代の第一面は、平均60cmと非常に安定した堆積をみせる。また調査区北東部分が微高

地になっており、南に向かって緩やかに傾斜している。遺構はこの微高地を中心に展開してお

り、南北に蛇行しながら流れる溝を中心に27条の溝が検出された。一部には杭で補強されてい

たり矢板が打ち込まれている所がある。これら大小の溝は不整形の区画を造っており、周辺に

は土壌１基、ピット８基、調査区中央部と南端で性格不明の畝状遺構２ケ所が存在している。

さらに微高地部分は包含層にもなっており、掘り下げた結果掘立柱建物跡が４棟発見された。

それぞれの規模は把握できないが柱根が残存しており、遣存状態の良さがわかる。これらの建

物跡は大規模な洪水により倒壊したものとみられ、その後徐々に第一面が堆積したものと考え

られる。この他調査区中央部では木枠をもつ方形の井戸跡が１基発見されている。洪水により

上部が削られており、第二面の調査の段階で下部がわずかに確認できたものである。

遺物は木製品が圧倒的に多く、下駄・漆塗りの椀・曲げ物のような日常の生活用具から、斎

串・人形・呪符といった祭祁に使われたもの、さらには建物の部材までと幅広い。中でも網代

垣は特筆すべきものである。ほぼ完全に近い状態で出土した例は、全国的にみても貴重なもの

である。一方では刀子・鎌な

調査風景

どの鉄製品、銅銭、青磁・白

磁といった中国製磁器、砥石

・硯のような石製品、僅かで

はあるが骨角製品の鉾もある。

さらに獣骨、桃の種・籾も発

見されている。しかしかわら

け・鍋といった土器について

は、遺物全体からみれば点数

は少ない。

これらの遺構・遺物から、

第一面は該期における「水辺

の祭祁遺構」であり、溝で区

画された遺構には、祭祁においてのそれぞれの「役割」のようなものが存在したのかもしれな

い｡そして掘立柱建物跡も祭祁に関連する施設であったことを窺わせる｡それは絵巻物に描かれ

ているような、当時の民衆の生活や「まつり_Iや「まじない」の風景を祐桃させるものである。

弥生時代後期の第二面は、第一面に比べ堆積が薄く不安定で、氾濫を受け残りは悪い。ほぼ

全面に足跡状の窪みが多数検出され、またＩ区でみられた地割れ・噴砂もあるが、それ以外に

は遺構は確認できなかった。遺物については、建物の柱材とみられる木製品、土器片、自然の

流木が発見されたが、僅かなものであった。

９



3５

4６

↓
〔溝と祭祁〕調査区全体を

走る溝は不規則で、一見縦横

無尽といった感じさえする。

しかしよくみると、それぞれ

が大小様々な不整形の区画を

造っていることに気が付く

（右図）。それは整然とはい

えないまでも、何らかの目的

を持って流れていたものと思

われる。しかも溝および溝に

よって造られたそれぞれの区

画の周辺からは、生活用具と

共に、祭祁に関連した遺物が

多数発見されている。それぞ

れの区画が、祭祁での「役割」

を担っていたとみられる。そ

して溝はその境界線として機

能し、同時に「聖なる空間」

を造りあげていたと考えられ

る。区画された遺構（13Ｐ

写真９）の中には、斎串が５

本～６本まとまって刺さって

いたところもある。また後述

するように、桃の種がまとま

って出土しており、溝の中で

も祭祁を行ったようである。

この他ピットは建物の柱穴

の可能性もあるが、規則的で

はない。ピット１で銅銭を埋

納したように、畝状遺構も含

め、何らかの祭祁行為の跡で

はないだろうか。

すべてを祭祁に関連づける

のは危険であるが、これらの

溝は、大規模な祭祁を演出し

ていたということができよう。
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Ⅱ区第一面全体図（1／500）
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齢

4６

〔遺物〕木製品の多さにつ

いては先に述べたところであ

るが、微高地部分からの出土

が大半を占め、その数は8000

点を越える（左図）。

生活用具である下駄は、す

べて連歯のもので、末広がり

の歯の高いものから子供用の

ものまである。草履状木製品

には、蕊の部分が残っている

ものがある。漆製品の中には

カボチャとスイカを描いたユ

ニークな椀もある（13Ｐ写

真６）。曲げ物については大

・小様々な大きさがあり、ま

な板として転用したとみられ

るものもある。

第一面を象微するものは、

なんといっても斎串・呪符・

人形・陽物などの祭祁用具で

あろう。斎串は点数が最も多

く、幾つかの形態に分類でき

そうである。唯一の文字資料

である呪符（13Ｐ写真７）

は、陰陽道の五苦星を記した

ものであるが、疫病除けの

「蘇民将来札」かどうか現段

階では判断はできない。しか

し呪術的な性格をもつこの遺

物は、「まつり」・「まじない」

が生活の中に深く浸透してい

たことを物語る貴重な発見と

いえる。手鏡形をした木製品

（13Ｐ写真８）は祭祁に使

われたかどうかはわからない

が、興味深いものである。北
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懲謹！

苗、〆二、

宋銭を中心とした銅銭は１１６枚

を数える。そのうち28枚はピッ

トに一括して埋納されたとみら

れるもので、他は包含層中に散

在して出土した。その中には貨

泉・後漢五鉄・四鉄半両もある。

獣骨は馬が多く、「まつり」の

際に「生け賛」として捧げられ

たものであろうか。さらに桃の

種や籾の集中地点（写真１０）も

発見されている。これらからは、

様々な祭祁の形態を垣間見るこ

とができ、特に７～９号溝一帯

の霧しい量の木製品は、「まつ

り」、「まじない」が頻繁に行

われていたことを示している。

毎
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．
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鑓
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『
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志
輯
誤
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『
殖

（1／3）２．１２号溝木製品出土状況

この他、刀子・雛・鎌・蓋などの鉄製品、砥石や硯（写真５)、鉾（骨角製品）・櫛・扇など

の化粧具など、遺物は多岐に亘る。第一面の時期決定の拠り所としたかわらけについては、手

提ね成形のもの（図１．２）から、１３世紀中葉～後半の年代観が与えられる。輸入磁器類は、

龍泉窯系の青磁蓮弁文碗（図３）を中心に白磁なども破片ではあるが多数出土しており、これ

らについても同様の範嬬でとらえられる。また蕊・鉢類については、在地のものに混じって、

常滑窯系の喪、山茶碗窯系のこれ鉢もある。

１０cｍ

秘

~』、Ｉ、－Fア

1．第一面全景

１２－

『Ｉ

かわらけ・青磁碗実測図
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7＄呪符 8．手鏡形木製品

9．溝で区画された這構 10．桃の種集中地点（22号溝）
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網代垣吊十状況（1／30）

ロＩ

~’

恒
〔網代垣〕組垣の一種である網代編の桧

垣と思われ、絵巻物ではしばしばみられて

いたものである。縦149cm×横93cmで、幅

７cm、厚さ0.3cmの薄板を編み込み、片面

に薄板を縦に貼った後、両面から横桟と枠

板で挟み込んである（図および写真２）。

周辺には桧垣を巡らした建物が存在したと

みられ、氾鑑による土砂で押し潰された状

態で出土し、枠板の一部は流されてしまっ

ている。とはいえ、ここまで遺存状態の良

い出土例は他にはなかったものであり、精

巧に作られたその美しさは、当時の技術の

高さに裏付けられたものである。「掘り起

こされた絵巻物」は建築史からみても重要

な資料を提供したことになろう。

2．網代垣部分

ﾙー■
■

I巨富

_’ﾛ’

Ｌ245.90ｍ
Ｂ
一

〔掘立柱建物跡〕様々な遺物が出土した第一面を掘り下げていくと、掘立柱建物跡（以下建

物跡）が現れた。柱根は多数検出されたが、建物と認定できたものは４棟分である（15Ｐ図

および写真）。１号建物跡は東西２間以上（柱間約1.9ｍ）、南北２間（柱間約2.2ｍ）の総柱

建物である（写真２）。２号建物跡については、建物跡かどうかの判断は困難であるが、東西

の柱穴（柱間約1.8ｍ）と、その西側にある柱根が接しているため建物跡とした。３号建物跡

は東西３間以上（柱間約1.9ｍ）、南北４間以上（柱間約２ｍ）である（写真３）。４号建物

跡は東西一南北共に２間以上（柱間約1.8ｍ）で、西側にある柱根は、建物に付属する庇のよ

うな施設かもしれない（写真４）。１号・２号建物跡は柱穴の掘り込みは洪水で削られ浅く、

３号・４号建物跡については包含層中の大量の遺物に阻まれ、柱穴の掘り込みは確認できなか

った。残存していた柱根は12cｍ（４寸）角で、角を面取りしてある（写真ｌ）。いずれも斜め

i而iiiiiiiiii而、
へ
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1．網代垣検出風景
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蕊
６
』H’ に傾いており、洪水でなぎ倒

された様子がわかる。樹種に

ついては現在鑑定中である。

井戸跡は東西一南北共に９５

cmの方形で、枠板は最下段の

横板（幅10ｃｍ・厚さ0.2cm）

と、一辺の中央部とコーナー

部分に支柱のみが残っていた

（写真５および16Ｐ写真）。
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掘立柱建物跡位置図（1／500） 1．柱根
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〔第二面〕Ⅱ区の調査区北側約３分の１の面積は、洪水を受け残っていなかった。無数の窪

みは水田での耕作時における足跡のようにみえる（写真）。かつてはＩ区でみられたような水

田が造られていた可能性もある。遺物は、建物の柱材とみられる木製品（長さ195ｃｍ・径18cm）

の他は流木で、壷・台付認などの土器片も磨滅していた。またこの面を履っていた砂喋層中か

らほぼ完形の壷が発見されたが、やはり流されてきたものであった。第二面は洪水の爪痕のみ

が残った形で発見されたことになる。

11．第二面全景（中央右側が１号井戸）

５．まとめ

今回の調査では、弥生時代・鎌倉時代の文化層が確認され、様々な成果を得ることができた。

特に鎌倉時代の第一面については、これまで大まかにしかとらえられていなかった祭祁の実態

が、大量の木製品と共にかなり具体的な形となって現れたことは、極めて重要な意義をもつも

のと思われる。県内では該期の遺跡の調査例がほとんどなかったこともあり、本県の中世研究

はさらに発展していくものと思われる。これらを通して、今後は当時の人々の精神面へのアプ

ローチが必要となろう。

一方弥生時代の第二面の地震跡、第三面の火山灰は、該期の時期決定あるいは古環境を復元

する上で、今後新たな問題を提起することになろう。

しかし各面におけるＩ区とⅡ区との整合性一特に第一面における生産域（Ｉ区）と居住域・

祭祁遺構（Ⅱ区）との有機的関係一など、検討すべき点が多く残されている。引き続き行われ

るⅢ区．Ⅳ区の調査を踏まえ、考察していきたい。

1６－
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